　2019.12藤咲整形外科医院だより
　わずかな名残の秋を落ち葉の色にとどめつつ、大詩人高村光太郎が「冬が来る」で表現するところの、力の権化の冬、がやってきます。冬をうたう詩を多く成し遂げた詩人、気持ちの高まりはついに、「冬が来た」では、冬は僕の力であると言い切ります。なんという若々しさでしょう。
　冬は擬人化されて、冬将軍と呼称されます。なぜ将軍かという永遠の問いには、これまた幾多の回答があります。冬に対しては、厳しさへの恐れ、力へのあこがれ、そうした相反しそうでありながらきちんと同居する感情が潜んでいます。実際にはどうかしれませんが、時代劇の将軍様は、暴れたりと言った人間味がありつつも、悪を懲らし善を勧め、じつに頼りになります。偉いなら奉行も大臣もあるという意見は、奉行や大臣には皆が平伏するわけではないというもっともな意見があります。懲らされるものも応援されるものも等しく怖れ敬う、まさに将軍と言えます。
　かつて、大自然をもコントロールすると意気込んだ時代がありました。いずれそうできるかもしれません。しかし現在、大自然に闘いを仕掛けるは相応しくありません。本年を振り返ってみれば、自然とはやはり恐れ敬うものと感じます。ただし、相応の対応はしておく必要があります。
　時の流れも大自然の摂理のうちでしょう。膝も腰も、永遠の～才、というわけにはいきません。年季を重ね甲羅を経て、今の、これからの私たちがあります。冬の対策は防寒と運動、今季のウォーキングでは、冬は私の力だ、と念じながら、来る2020年に向かって歩いていきましょう
　皆様お体大切に。
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